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　糸洲流空手道は「首里手」の大家である松村宗棍師（1798 ～ 1890）に源を発し、近世
の拳聖と世人に仰がれている糸洲安恒師（1830 ～ 1915）を流祖としている。
　糸洲安恒師は、これまで「唐手術」と言う護身術であった「手」を体育的に改良再編し、
学校体育に取り入れ人格形成に主眼を置いて昇華させた。
　また、多くの型を創作し現在最も普及している平安 ( ピンアン ) の型は、糸洲安恒師が
作られたものである。
　糸洲安恒師の「型」を最も正しく学ばれた摩文仁賢和師（1889 ～ 1952）は「糸洲派二世」
を継承する。摩文仁師は「那覇手」の東恩納寛量師にも師事し、後に両師の頭文字をとり「糸
東流」を創始する。
　摩文仁師は「糸洲派」を後世に伝承させるため 1952 年 1 月、高弟の坂上隆祥（1915
～ 1993）に「糸洲派三世」を継承させる。
　坂上隆祥師は、1940 年３月「糸東流空手道坂上道場」を兵庫県川西市の自宅に開設する。
　1954 年８月に上京し、東京都葛飾区に「日本玄武館空手道場」を開設する。
　1955 年６月、横浜市鶴見区に道場を移転し「全日本空手道糸洲会総本部道場」を開設。
これを契機に会名を「全日本空手道糸洲会」とし、これより「糸洲会」と呼称する。
　1969 年 4月、正式に流名を「糸洲流」に、会名を「日本空手道糸洲会」と命名。ロゴマー
クも制定する。
　1976 年 5 月、坂上隆祥著「空手道大鑑・平安編」を会員向けに出版。続いて 1978 年
10 月「空手道型大鑑」を出版する。この本が型教材のベストセラーとして愛好者に幅広く
好評を得て、現在５版を重ね発売中である。その他「ヌンチャク・釵」など琉球古武道関
係の書籍を出版する。
　1979 年４月、糸洲流空手道の連綿たる歴史と技法が評価され日本古武道協会に空手道
界初の加入流派として承認される。
　1994 年 4月、門下生一同の推戴を受け、坂上隆祥の嫡子節明が「糸洲流四世」を継承する。
　四世坂上節明は「型で始まり、型で終わる」と言われる糸洲安恒、摩文仁賢和、坂上隆
祥の三世代より伝承された「糸洲流型」を忠実に守り、当流の保存振興のため国内外の後
進の指導育成に努めている。
　2007 年１月より、坂上節明監修指導のもとＤＶＤ「糸洲流空手道型大鑑」を２年半の
歳月をかけて 2009 年 8月に「全５巻」（49型収録・英語字幕付）が完成。糸洲流空手道
の「型」規範として大きな遺産となるものと確信している。
　また、空手道の世界的発展に伴い、当流も国際交流の充実を目標に 2002 年８月、糸洲
流加盟 16ヵ所国にて「糸洲流空手道国際連盟 (IKIF)」を結成する。
　2005 年 7 月アメリカ・ロサンゼルス、2009 年 7 月マレーシア・クアラルンプール、
2013 年８月日本・大阪、2017 年８月中国上海において「糸洲流世界空手道選手権大会」
を開催する。2021 年デンマークでの開催の準備を進めている。現在 20ヵ国余りが活動中
であり、さらに世界に広がりを見せている。
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　会員の皆様方にはご健勝のことと存じます。

　日頃は何かとご支援、ご協力をいただき誠にありがとうございます。

　ご承知のごとく、新型コロナウイルスの感染者が世界に２００万人超におよび医療や補償

が行き届かない国では、政治の恩恵から漏れる怒りや、感染の危険にさらされた人々は生活

苦に震えています。

　日本政府は新型コロナウイルス対応の「緊急事態宣言」が全国規模に拡大され、感染防止

に向けての取り組みをしました。われわれは最大限努力し三密の徹底をしていますが、人々

の移動によりクラスターが各地で発生し、感染拡大の傾向が未だ続いているのが現状であり

ます。

　最前線で命を支える医療従事者の方々には、過重労働や感染不安などで限界を越え、過労

死の懸念が高まっています。

　商業活動も自粛要請により、経営が苦しくなって収入減や失職する人達がおられます。救

済処置として国民に一人１０万円を給付することが決定されましたが、当分収まりそうもな

い感染拡大が早く終息するように願っています。

　大型連休で旅行計画を取り止める、また楽しみしにしていた東京オリンピックの開催もコ

ロナ影響で一年間延期になりました。

　われわれ糸洲会の第 52回全国大会（9/12~13 横浜開催）も中止となりましたし、各種行

事も中止や延期で事業が進まなく停滞しています。

　２０２１年糸洲流世界大会も、一年間延期するように開催国デンマークに要請しています。

皆様方もテレワークや学校の休みが続き、公共施設等の使用禁止により稽古不足でストレス

が溜まっているとは思いますが、市中に出歩かないで新型コロナウイルス感染には十分に気

をつけて行動されるようお願いします。

坂上節明　宗家・会長

新型コロナウイルス感染拡大の予防について

　不要、不急の外出は

　　　　ひかえましょう
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令
和
２
年
２
月
23
日
（
日
）
横
浜
市
・
鶴
見
大
学
体
育
館

第
36
回
糸
洲
会
東
日
本
少
年
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女
空
手
道
錬
成
大
会

力強く選手宣誓をする長瀬 3 兄弟（横須賀支部）

小学 4―6 年、型団体戦

【
基
本
】

◎
幼
児
～
小
学
３
年　

１
位
／
相
澤
結
万
（
横
須
賀
）
２
位

／
吉
川
臥
空
（
錬
心
塾
）
３
位
／
田
畑
希
和
（
子
安
支
部
）

玉
田
直
太
郎
（
総
本
部
）
５
位
／
早
月
爽
空
（
総
本
部
）
松

波
杏
奈
（
日
吉
空
手
）
ア
リ
フ 

ル
マ
イ
サ
（
錬
心
塾
）
山
道

来
未
（
子
安
支
部
）

【
型
個
人
戦
】

◎
小
学
生
準
８
～
７
級　

１
位
／
亀
井
翔
太
（
錬
心
塾
）
２

位
／
飯
島
彩
日
（
錬
心
塾
）
３
位
／
喜
多
村
櫂
世
（
船
橋
支

部
）
神
永
千
寿
（
旭
空
ク
）
５
位
／
新
家
翔
太
（
子
安
支
部
）

成
田
悠
馬
（
錬
心
塾
）
石
戸
谷
海
音
（
福
島
支
部
）
矢
野
瑞

喜
（
旭
空
ク
）

◎
小
学
生
準
６
～
５
級　

１
位
／
神
吉
ひ
か
る
（
つ
く
ば
）

２
位
／
田
中
颯
真
（
子
安
支
部
）
３
位
／
小
幡
こ
の
か
（
足

柄
館
）
松
本
裕
生
（
子
安
支
部
）
５
位
／
深
浦
璃
久
（
保
土
ヶ

谷
）
高
橋
一
颯
（
旭
空
ク
）
鈴
木
ひ
か
り
（
足
柄
館
）
城
田

純
希
（
保
土
ヶ
谷
）

◎
小
学
生
準
４
～
３
級　

１
位
／
酒
井
結
愛
（
常
明
館
）
２

位
／
中
村
亮
佑（
保
土
ヶ
谷
）３
位
／
川
上　

葵（
座
間
支
部
）

村
川
史
恩
（
錬
心
塾
）
５
位
／
長
瀬
波
靖
人
（
横
須
賀
）
駒

形
潤
（
錬
心
塾
）
後
藤
慧
伍
（
保
土
ヶ
谷
）
藤
川
明
（
旭
空
ク
）

◎
小
学
生
準
２
～
１
級　

１
位
／
田
村
祐
貴
（
旭
空
ク
）
２

位
／
鈴
木
昊
（
錬
心
塾
）
３
位
／
赤
羽
悠
空
（
子
安
支
部
）

野
一
色
陸
（
子
安
支
部
）
５
位
／
久
保
田
京
人
（
保
土
ヶ
谷
）

矢
部
桃
花
（
横
須
賀
）
大
澤
陸
（
足
柄
館
）
樫
山
大
和
（
船

橋
支
部
）

◎
小
学
生
有
段
者　

１
位
／
井
上
翔
斗
（
足
柄
館
）
２
位
／

切
替
郁
花
（
つ
く
ば
）
３
位
／
長
瀬
大
冴
人
（
横
須
賀
）
山

口
太
慈
（
足
柄
館
）
５
位
／
大
矢
真
央
（
錬
心
塾
）
神
吉
大

地
（
つ
く
ば
）
市
川
莉
菜
（
北
神
館
）
村
川
仁
菜
（
錬
心
塾
）

◎
中
学
生　

１
位
／
木
村
涼
（
足
柄
館
）
２
位
／
熊
田
杏
珠

（
足
柄
館
）３
位
／
大
澤
宙（
足
柄
館
）青
柳
拓
真（
子
安
支
部
）

【
型
団
体
戦
】

◎
小
学
生
１
～
３
年　

１
位
／
錬
心
塾
（
亀
井
翔
太
・
駒
形

潤
・
吉
川
渚
央
）
２
位
／
保
土
ヶ
谷
Ａ
（
岩
渕
海
・
後
藤
慧
吾
・

角
掛
瞬
）
３
位
／
足
柄
館
（
小
幡
こ
の
か
・
井
上
泰
希
・
鈴

木
ひ
か
り
）
日
吉
空
手
Ａ
（
鷲
巣
逢
奈
・
巣
瀬
乃
々
華
・
阿

部
由
奈
）

◎
小
学
生
４
～
６
年　

１
位
／
足
柄
館
Ｂ
（
山
口
太
慈
・
大

澤
陸
・
井
上
翔
斗
）
２
位
／
横
須
賀
Ａ
（
長
瀬
大
冴
人
・
大

宮
凜
音
・
矢
部
桃
花
）
３
位
／
つ
く
ば
（
望
月
梁
之
介
・
神

吉
大
地
・
切
替
郁
花
）
錬
心
塾
（
村
川
仁
菜
・
種
村
清
夏
・

大
矢
真
央
）　

【
組
手
個
人
戦
】

◎
幼
年
男
女　

１
位
／
柳
川
晴
琉
（
保
土
ヶ
谷
）
２
位
／
鷲

巣
遙
人
（
日
吉
空
手
）
３
位
／
山
野
井
玲
南
（
子
安
支
部
）

小
学
生
１
年
男
子　

１
位
／
矢
ヶ
部
敢
太
郎
（
保
土
ヶ
谷
）

徹
底
し
た
予
防
対
策
し
て
開
催

　

令
和
２
年
２
月
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日
（
日
）、
横
浜
市
の
鶴
見
大

学
体
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館
に
お
い
て
第
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回
糸
洲
会
東
日
本
少
年
少

２
位
／
鈴
木
颯
介
（
保
土
ヶ
谷
）
３
位
／
吉
川
臥
空
（
錬
心
塾
）

古
松
依
築
（
日
吉
空
手
）

◎
小
学
生
２
年
男
子　

１
位
／
長
瀬
波
靖
人
（
横
須
賀
）
２

位
／
関
口
健
心
（
保
土
ヶ
谷
）
３
位
／
八
木
翔
也
（
保
土
ヶ
谷
）

福
岡
星
空
（
横
須
賀
）

◎
小
学
生
３
年
男
子　

１
位
／
岩
渕
海
（
保
土
ヶ
谷
）
２
位

／
松
本
裕
生
（
子
安
支
部
）
３
位
／
新
家
翔
太
（
子
安
支
部
）

大
森
悠
生
（
保
土
ヶ
谷
）
５
位
／
井
上
泰
希
（
足
柄
館
）
浅

沼
実
（
保
土
ヶ
谷
）
角
掛
瞬
（
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土
ヶ
谷
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藤
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伍
（
保
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ヶ

谷
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◎
小
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生
４
年
男
子　

１
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／
奈
良
之
穂
（
横
須
賀
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位

／
野
一
色
陸
（
子
安
支
部
）
３
位
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前
孝
太
朗
（
日
吉
空

手
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田
中
颯
真
（
子
安
支
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月
梁
之
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中
村
亮
佑
（
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ヶ
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吉
空
手
）
高
橋

一
颯
（
旭
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ク
）

小
学
生
５
年
男
子　

１
位
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神
保
孝
太
朗
（
日
吉
空
手
）
２

位
／
久
保
田
京
人
（
保
土
ヶ
谷
）
３
位
／
髙
野
快
晴
（
つ
く

ば
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浅
沼
光
（
保
土
ヶ
谷
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５
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平
野
正
樹
（
利
根
支
部
）

大
澤
陸
（
足
柄
館
）
毎
原
瑞
基
（
保
土
ヶ
谷
）
早
月
飛
空
（
総

本
部
）

◎
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生
６
年
男
子　

１
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／
井
上
翔
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（
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柄
館
）
２
位

／
本
橋
蘭
（
錬
心
塾
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位
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長
瀬
大
冴
人
（
横
須
賀
）
山

口
太
慈
（
足
柄
館
）

◎
小
学
生
１
～
２
年
女
子　

１
位
／
小
泉
く
る
み
（
保
土
ヶ

谷
）
２
位
／
吉
澤
紗
弥
（
子
安
支
部
）
３
位
／
中
村
玲
音
（
福

島
支
部
）
鈴
木
ひ
か
り
（
足
柄
館
）

◎
小
学
生
３
～
４
年
女
子　

１
位
／
大
貫
美
桜
（
保
土
ヶ
谷
）

２
位
／
平
山
愛
華
（
保
土
ヶ
谷
）
３
位
／
大
宮
凜
音
（
横
須
賀
）

城
田
紗
季
（
保
土
ヶ
谷
）
５
位
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西
山
碧
葉
（
横
須
賀
）
巣

瀬
乃
々
華
（
日
吉
空
手
）
堤
美
羽
奈
（
横
須
賀
）
阿
部
由
奈
（
横

須
賀
）

◎
小
学
生
５
～
６
年
女
子　

１
位
／
野
﨑
奏
（
保
土
ヶ
谷
）

２
位
／
野
村
瑠
憂
（
横
須
賀
）
３
位
／
服
部
夏
音
（
昌
武
館
）

宗
愛
来（
横
須
賀
）５
位
／
礒
妃
葵（
八
千
代
）鈴
木
き
ら
り（
足

柄
館
）
土
釜
満
春
（
保
土
ヶ
谷
）
大
矢
真
央
（
錬
心
塾
）

◎
中
学
生
男
子　

１
位
／
塩
入
蒼
（
利
根
支
部
）
２
位
／
渡

邊
翔
生
（
錬
心
塾
）
３
位
／
鈴
木
嵐
（
保
土
ヶ
谷
）
秦
大
和
（
利

根
支
部
）

◎
中
学
生
女
子　

１
位
／
木
村
涼
（
足
柄
館
）
２
位
／
熊
田

杏
珠
（
足
柄
館
）
３
位
／
後
藤
さ
く
ら
（
鶴
空
教
）
山
田
真

優
（
鶴
空
教
）

【
組
手
団
体
戦
】

◎
小
学
生　

１
位
／
横
須
賀
Ａ
（
長
瀬
波
靖
人
・
奈
良
之
穂
・

長
瀬
大
冴
人
）
２
位
／
保
土
ヶ
谷
Ａ
（
矢
ヶ
部
敢
太
郎
・
岩

渕
海
・
野
崎
奏
）
３
位
／
錬
心
塾
（
村
川
史
恩
・
駒
形
潤
・

本
橋
蘭
）
保
土
ヶ
谷
Ｃ
（
小
泉
く
る
み
・
笠
井
創
太
・
浅
沼
光
）

小学 1 年生男子組手

女
空
手
道
錬
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

36
回
を
迎
え
た
今
大
会
は
私
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ

が
た
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
故
か
と
言
え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
国

各
地
に
拡
が
り
は
じ
め
て
大
会
の
開
催
そ
の
も
の
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

実
際
に
出
場
道
場
の
先
生
方
や
選
手
の
保
護
者
か

ら
も
感
染
を
危
惧
し
て
大
会
を
中
止
に
し
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
い
く
つ
も
あ

り
ま
し
た
。

　

大
会
委
員
会
と
し
て
も
坂
上
会
長
を
交
え
て
何
度

か
検
討
し
た
結
果
、
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

理
由
と
し
て
は
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
学
校
も
職

場
も
そ
の
他
の
商
業
施
設
等
も
す
べ
て
通
常
に
活
動

し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
何
よ
り
も
大
き
な
要
因
と
し

て
こ
の
大
会
を
目
標
に
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き

た
選
手
達
の
熱
い
思
い
を
大
切
に
し
た
か
ら
で
す
。

　

当
日
は
感
染
予
防
対
策
と
し
て
出
入
り
口
に
は
ア

ル
コ
ー
ル
除
菌
液
や
除
菌
シ
ー
ト
を
置
き
、
役
員
は

じ
め
係
員
、
観
戦
者
全
員
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
義
務

付
け
、
ま
た
審
判
員
も
主
審
以
外
は
副
審
全
員
が
マ

ス
ク
着
用
と
い
う
異
例
の
形
の
中
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
も
拘
わ
ら
ず
選
手
た
ち
全
員
が

午
前
中
の
型
競
技
、
午
後
か
ら
の
組
手
競
技
と
も
精

一
杯
の
気
合
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
の
入
賞
者
た
ち
が
嬉
し
そ
う
に

メ
ダ
ル
や
賞
状
を
受
け
取
る
の
を
見
た
時
に
本
当
に

開
催
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

坂
上
会
長
が
常
々
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
大
会

は
主
催
者
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
選
手
の
た
め

に
あ
る
の
だ
か
ら
、
我
々
は
い
つ
も
そ
の
こ
と
を
考

え
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
選
手
た
ち
が
最

高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
大
会
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
実
行
委
員
長　

楠
原
清
誌
）

優勝者に温かい言葉をかける坂上会長

令
和
２
年
３
月
１
日
（
日
）　

芦
屋
市
立
体
育
館
青
少
年
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
芦
屋
空
手
道
協
会
大
会

い
つ
も
と
違
う
緊
張
感
の
も
と

　

令
和
２
年
３
月
１
日
（
日
）、
芦
屋
市
立
体
育
館

青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
２
年
芦
屋
空
手

道
協
会
空
手
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は
組
手
競
技
、
型
競
技
合
わ
せ
て
、
芦

屋
空
手
道
協
会
所
属
の
中
学
生
以
下
の
道
場
生
の
う

ち
、
延
べ
73
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

試合開始組手試合

【
型
個
人
戦
】

◎
無
級
～
７
級
（
幼
、
小
、
中
学
）　

１
位
／
長
町
梨
沙　

２
位
／
宮
脇
遥　

３
位
／
二
星
聡
佑　

大
滝
宗
徹

◎
６
級
～
３
級
（
小
、
中
学
）　

１
位
／
岩
本
百
夏　

２
位

／
山
口
世
絆　

３
位
／
宮
脇
蒼
大

◎
２
級
～
初
段
（
小
、
中
学
）　

１
位
／
田
渕
瑛
士　

２
位

／
川
脇
蓮
央　

３
位
／
永
幡
駿
英　

出
口
凌
成

【
組
手
個
人
戦
】

◎
幼
年
～
小
学
２
年
（
男
女
）　

１
位
／
河
原
駿　

２
位
／

大
滝
宗
徹　

３
位
／
二
星
聡
佑　

大
滝
琴
葉

◎
小
学
３
年
～
４
年
（
男
女
）　

１
位
／
宮
脇
蒼
大　

２
位

／
山
口
世
絆　

３
位
／
池
田
綺
七　

杉
中
舜
英

◎
小
学
５
年
～
６
年
男
子　

１
位
／
田
渕
瑞
人　

２
位
／

田
渕
瑛
士　

３
位
／
出
口
凌
成

◎
中
学
生
男
子　

１
位
／
山
村
真
市

　

本
大
会
は
、
芦
屋
空
手
道
協
会
所
属
の
少
年
部
を

対
象
に
、
試
合
経
験
が
少
な
い
選
手
も
、
豊
富
な
選

手
も
、
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
研
鑽
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、３
年
前
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
多
く
の
ご
父
兄
が
見
守
る
中
、
型
競

技
・
組
手
競
技
共
に
、
選
手
た
ち
の
、
い
つ
も
の
稽

古
と
は
違
う
緊
張
と
迫
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

名
勝
負
と
い
え
る
試
合
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
本
大
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
公
認
審
判

員
資
格
取
得
を
目
指
す
指
導
者
も
、
先
輩
方
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
審
判
の
練
習
を
し
た
り
、
多

く
の
ご
父
兄
方
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
記
計

係
の
練
習
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
そ
の
場
に
い
る

全
員
が
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
と
な
っ

て
い
た
、
大
変
意
義
の
あ
る
大
会
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
芦
屋
空
手
道
協
会　

岸
本
延
幸
）
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三
世
代

手
道

空

三
世
代
に
渡
っ
て
空
手
道
に
励
ま
れ
て
お
ら
れ
る
ご
家
族
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
12
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
、

二
代
目
拳
志
舘
舘
長
と
し
て
糸
洲
会
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た

十
島
博
徳
師
範
に
、
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
下
正
男
師
範
と
の
出
会
い

　

私
と
山
下
正
男
師
範
（
故
人
）
と
の
出
会
い
は
昭

和
32
年
で
、
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地
の
空
手
道
部

で
し
た
。

　

山
下
師
範
は
、
自
衛
官
と
し
て
も
空
手
道
で
も
大

先
輩
で
し
た
。
山
下
師
範
は
退
官
後
、
昭
和
36
年
に

呉
市
に
拳
志
舘
空
手
道
場
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
私

は
、
昭
和
37
年
に
海
田
市
駐
屯
地
に
転
属
と
な
り
、

山
下
師
範
が
海
田
市
駐
屯
地
に
も
指
導
に
来
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
空
手
道
人
生
は
、
山
下

師
範
と
の
出
会
い
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

三
世
代
に
渡
る
空
手
道

　

長
男
（
清
徳
）
は
、
小
４
か
ら
空
手
を
初
め
、
中

学
、
高
校
、
大
学
、
一
般
と
続
け
て
お
り
ま
す
。
ま

十
島
博
徳
師
範
（
83
歳
）

　
　
　

⇠

十
島
清
徳
師
範
（
52
歳
）

　
　
　

⇠

十
島
悠
歌
さ
ん
（
21
歳
）

拳
志
舘　

十
島
博
徳
（
二
代
目
舘
長
）

左から十島清徳師範，十島悠歌さん，十島博徳師範

オーストラリア支部のみなさんと悠歌さん ( 前列左から 2 人目 )

カナダ支部のみなさんと十島清徳師範 ( 左端 )、悠歌さん ( 左から 5
人目 )

た
、
孫
３
人
も
空
手
を
習
っ
て
い
ま
し
た
が
，

現
在
は
一
番
下
の
子
（
悠
歌
）
だ
け
が
続
け

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

三
世
代
に
渡
る
空
手
道
で
あ
り
、
子
弟
関

係
で
も
あ
り
ま
す
が
、
空
手
を
通
じ
た
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
日
々
稽
古

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

海
外
支
部
道
場
生
と
の
交
流

　

２
０
１
３
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
糸
洲

流
国
際
大
会
で
，
カ
ナ
ダ
か
ら
来
て
い
た
選

手
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
友
人
と
し
て
交
流
を
続
け
て
お
り
、

２
０
１
８
年
に
は
、
長
男
（
清
徳
）
と
孫
（
悠

歌
）
の
親
子
で
カ
ナ
ダ
に
旅
行
で
行
き
、
一

緒
に
練
習
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
の
師
範
会
技
術
研
修

会
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
来
て
い
た

指
導
者
と
長
男
（
清
徳
）
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
昨
年
、
孫
（
悠
歌
）
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
１
か
月
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
親
切
に
し
て
い
た
だ

き
、
今
年
も
行
き
た
い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

　

こ
れ
ま
で
の
空
手
道
人
生
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
空
手
を
通
じ
た
多
く
の
方
々
と
の

素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
、
私
た
ち
の
大
き
な

財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

糸
洲
会
の
皆
さ
ん
も
空
手
を
通
じ
た
人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
研
鑽
を
積
み

重
ね
、
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

前支部長の教えをみんなと共有して、空手道を楽しむ

父
《
福
山
隆
章
》
の
想
い
を
継
い
で
家
族
で
精
進

　

２
０
１
６
年
に
、
横
須
賀
支
部
長
だ
っ
た
父
が
永

眠
し
ま
し
た
。

　

父
は
空
手
を
通
じ
て
、
３
人
娘
に
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

父
と
総
本
部
へ
稽
古
に
行
く
こ
と
が
と
て
も
楽
し

く
、
家
で
も
空
手
の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
前
の
道
着
の
ゼ
ッ
ケ
ン
や
ア
イ
ロ
ン
も
、
プ

ロ
レ
ス
ラ
ー
の
よ
う
な
大
き
な
体
で
丁
寧
に
仕
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

娘
た
ち
が
勝
利
で
き
る
よ
う
に
…
…
父
の
願
掛
け

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
父
が
他
界
し
て
、
道
場
を
私
が
続
け
た
い

と
決
意
し
た
と
き
、
妹
夫
婦
も
快
く
継
続
を
協
力
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

不
安
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
知
識
も
経

横
須
賀
支
部

長
瀬
裕
季
子
・
長
瀬
純
一
・
長
瀬
大
冴
人
・
長
瀬
波
靖
人
・
長
瀬
大
和

横須賀支部、令和元年稽古おさめ

故福山隆章・前横須賀支部長

験
も
浅
く
、
会
員
の
皆
様
に
迷
惑
か
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
坂
上
会
長
や
、
関
東
地
区
の
先
生
方

が
助
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

悩
み
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
貴
重
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
り
、
い
つ
も
気
遣
っ
て
下

さ
り
、
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
方
の
お
か
け
で
、
私
た
ち
家
族
、
横
須
賀
支

部
の
会
員
は
、
楽
し
く
、
強
く
活
動
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
今
後
の
目
標
は
、
糸
洲
会
の
先
生
方
へ
恩
返

し
を
す
る
事
、
父
の
教
え
を
横
須
賀
支
部
の
皆
と
共

有
し
て
、
空
手
道
を
楽
し
む
事
。
家
族
み
ん
な
で
い

つ
ま
で
も
続
け
る
事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
父
の
想
い
を
継
い
で
精
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
須
賀
支
部
長　

長
瀬
裕
季

空手衣の

　山　雅
〒 574-0046　大阪府大東市赤井 1-7-4（JR 学研都市線「住道駅」徒歩３分）
TEL：072-870-3677　　FAX：072-870-3678

http://www.yamaga-karategi.com
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会
員
の
声拳志館阿賀道場

金行重雄・真理子
　小学６年生　壮真
　小学２年生　玲央奈

家
族
み
ん
な
で

　

息
子
と
娘
の
手
本
と
な
る
べ
く
意
気
込
ん
で
拳
志

館
阿
賀
道
場
に
入
門
し
て
み
た
も
の
の
、
形
を
う
っ

て
は
足
が
も
つ
れ
て
千
鳥
足
。
前
蹴
り
を
放
て
ば
肉

離
れ
で
全
治
３
週
間
。
こ
れ
に
は
先
生
方
も
頭
を
抱

え
る
始
末
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
月
日
が
流
れ
、
は
や

３
年
。
気
が
つ
け
ば
私
も
茶
帯
に
、
息
子
は
念
願
の

黒
帯
に
、
娘
は
黄
帯
に
、
そ
れ
ぞ
れ
進
み
ま
し
た
。

　

妻
は
多
忙
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
活
動
休
止
中
。

　

各
大
会
に
も
出
さ
せ
て
頂
い
て
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ

奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
、
お

世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
は
た
だ
た
だ
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

鹿児島大崎支部
中学３年

木尾優仁

東
京
五
輪
、
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
に
選
ば
れ
て

　

僕
は
小
学
４
年
生
か
ら
空
手
を
始
め
ま
し
た
。
空

手
を
習
い
始
め
て
か
ら
は
だ
い
ぶ
体
力
が
つ
い
て
、

足
も
速
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
、
中
学
校
で

は　

空
手
を
続
け
な
が
ら
陸
上
を
は
じ
め
両
立
し
て

い
ま
す
。

　

僕
は
今
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に

選
ば
れ
て
聖
火
リ
レ
ー
を
走
る
予
定
で
し
た
。

　

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

１
年
延
期
と
な
り
少
し
寂
し
い
で
す
が
、
そ
れ
以
外

で
も
、
空
手
の
キ
ャ
プ
テ
ン
や
中
学
校
の
生
徒
会
長

と
貴
重
な
経
験
を
し
て
い
る
の
で
し
っ
か
り
と
身
に

つ
け
て
、
他
の
人
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

　

ま
た
、
聖
火
リ
レ
ー
も
１
年
後
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。　

体誠塾岸和田支部
中学１年生

井筒優太郎

空
手
を
や
っ
て
き
て

よ
か
っ
た

北海道支部常明館
小学５年生

酒井結愛

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
母
さ
ん
が
先
生

　

私
は
４
歳
か
ら
空
手
を
始
め
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が
先
生
な
の
で
、
初

め
は
嫌
々
で
し
た
が
、
今
は
毎
日
楽
し
く
練
習
し
て

い
ま
す
。

北海道支部常明館
小学３年生

北川流輝

目
指
す
は

世
界
一
の
選
手
！

　

ぼ
く
は
５
歳
か
ら
空
手
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

自
分
か
ら
お
母
さ
ん
に
空
手
を
や
り
た
い
と
言
い

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
小
学
３
年
生
の
時
に
空
手
を
習
い
始
め

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
組
手
が
好
き
で
す
。
だ
け
ど
、
ぜ
ん
ぜ

ん
試
合
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
悔
し

か
っ
た
で
す
。

　

６
年
生
に
な
っ
て
、
や
っ
と
市
の
大
会
で
優
勝
し

ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

６
年
生
に
な
っ
て
、
優
勝
で
き
て
空
手
を
や
っ
て

き
て
よ
か
っ
た
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。

　

組
手
だ
け
で
な
く
、
型
で
も
勝
て
る
よ
う
に
基
本

を
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

体誠塾岸和田支部
小学５年生

井筒陽菜乃

空
手
を
習
っ
て

思
う
こ
と

　

私
は
１
年
生
の
時
に
空
手
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
空
手
で
ま
な
ん
だ
こ
と
。

　

ひ
と
つ
目
は
、
空
手
は
勝
つ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
空

手
以
外
の
き
ょ
う
ぎ
で
も
、
た
だ
た
だ
大
会
で
勝
つ

だ
け
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ふ
た
つ
目
は
、き
ほ
ん
は
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

き
ほ
ん
は
、
組
手
で
も
か
た
で
も
ど
ち
ら
で
も
活
用

で
き
る
の
で
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
空
手
は
私
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
お

し
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と
空
手
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
空
手
、
大
好
き
。

北海道支部常明館
小学５年生

藤原　樹

大
好
き
な
空
手

　

私
は
幼
稚
園
の
年
中
さ
ん
か
ら
空
手
を
始
め
ま
し

た
。

　

最
初
は
形
も
組
手
も
と
て
も
難
し
い
か
っ
た
け

ど
、
た
く
さ
ん
練
習
を
し
た
ら
、
初
め
て
全
国
大
会

の
組
手
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

形
も
組
手
も
大
好
き
な
の
で
、
た
く
さ
ん
練
習
し

て
、
も
っ
と
も
っ
と
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
で
す
。

今
、
注
目
の
人

　

昨
年
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
元
年
度

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会
に
、
古
怒
田
桜
子

（
こ
ぬ
た
さ
く
ら
こ
）
選
手
が
18
歳
の
若
さ
で
、

組
手
個
人
戦
に
東
京
都
代
表
と
し
て
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。

全
日
本
選
手
権
大
会
に
東
京
都
代
表
で
出
場　

古
怒
田
桜
子
　
選
手
（
日
野
支
部
）

　

ま
た
、
前
日
に
行
わ
れ
た
都
道
府
県
対
抗
の

組
手
団
体
戦
で
も
東
京
都
選
手
団
の
一
員
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

桜
子
さ
ん
は
兄
、
姉
の
後
を
追
っ
て
四
歳
で

日
野
支
部
に
入
会
し
、
お
母
さ
ん
と
伴
に
小
・

中
学
時
代
を
道
場
で
汗
を
流
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
時
か
ら
稽
古
に
通
っ
て
い
た
神
奈

川
県
の
光
明
学
園
相
模
原
高
等
学
校
へ
入
学
し

て
か
ら
は
日
々
、
よ
り
一
層
空
手
道
に
打
ち
込

み
、
１
年
生
の
後
半
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
入
り
し
、

そ
の
後
、
主
将
を
務
め
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

を
は
じ
め
種
々
の
大
会
に
個
人
戦
、
団
体
戦
共

に
出
場
し
活
躍
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
最
後
の
締
め
く
く
り
に
参
加
し
た
全

日
本
選
手
権
大
会
の
選
考
会
で
勝
ち
上
が
り
、

見
事
、
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

今
春
か
ら
は
名
門
・
帝
京
大
学
に
進
学
。

「
高
校
で
は
日
本
一
の
目
標
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
常
に
挑
戦
者
の
気
持
ち
を
も
っ

て
大
学
で
リ
ベ
ン
ジ
し
ま
す
」
と
、
こ
れ
か
ら

の
抱
負
を
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

古怒田桜子選手（日野支部）

　

去
年
の
糸
洲
の
全
国
大
会
で
は
形
の
種
目
で
４
回

戦
で
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
次
は
優
勝
を
目
指
し

て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

は
じ
め
て
出
場
し
た
大
会
で
、
形
で
優
勝
で
き
て

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
大
会
で
何
度
も
優
勝
で
き

て
、
勝
つ
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
３
位
に
な
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
け

ど
、
本
当
は
優
勝
し
た
か
っ
た
の
で
、
次
は
全
国
１

位
に
な
り
た
い
で
す
。

　

も
っ
と
た
く
さ
ん
練
習
し
て
じ
ょ
う
ず
に
な
っ

て
、
世
界
大
会
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
て
世
界
一
の

選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

　

先
生
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

石
江
道
場
国
見
支
部

石
江
道
場
国
見
支
部
、
私
た
ち
も
頑
張
っ
て
い
ま
す

　

石
江
道
場
国
見
支
部
か
ら
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入

り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
で
全
国
的
に
も
空
手
道
の
会
員
減
少

の
中
、
竹
田
は
る
み
、
鵜
殿
小
百
合
さ
ん
社
会
人
二

人
が
子
供
た
ち
と
元
気
に
汗
を
流
し
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

空
手
道
の
魅
力
は
勝
利
・
技
術
の
向
上
だ
け
で
な

く
中
高
齢
者
の
健
康
・
体
力
つ
く
り
、
仲
間
つ
く
り

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
人
の
方
々
、
自
分
の
健
康
た
め
に
頑
張
り
ま竹田はるみさん（左）、鵜殿小百合さん（右）

し
ょ
う
。
二
人
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
鵜
殿
小
百
合(

写
真
右)
》

　

当
時
３
歳
の
孫
娘
の
引
率
で
通
い
始
め
た
石
江
道

場
。
２
時
間
の
稽
古
を
見
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

輪
の
後
ろ
の
方
で
ス
ト
レ
ッ
チ
や
型
を
、
竹
田
さ
ん

と
し
て
い
た
ら
、
石
江
先
生
が
道
着
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
下
さ
い
ま
し
た
！

　

今
で
は
孫
た
ち
と
一
緒
の
輪
に
な
り
ス
ト
レ
ッ
チ

や
型
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
孫
娘
は
小
学
１

年
生
、
私
は
56
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
た
め
に
稽
古
が
で
き
ま
せ
ん
が
…
…
、
１
日
も

早
く
稽
古
が
再
開
で
き
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

《
竹
田
は
る
み(

写
真
左)

》

　

石
江
道
場
の
会
員
に
な
っ
て
２
年
目
に
突
入
し
ま

す
。

　

最
初
は
子
ど
も
二
人
の
練
習
を
見
学
し
て
い
て
、

柔
軟
体
操
や
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
一
緒
に
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
人
目
の
子
と
一
緒
に
入
会
し
て
練
習

も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
会
員
も

増
え
て
、
と
て
も
楽
し
く
練
習
で
き
て
ま
す
。
形
を

覚
え
る
の
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に

教
え
ら
れ
な
が
ら
練
習
す
る
日
々
。
こ
れ
か
ら
も
、

健
康
的
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
怪
我
に
気
を
付
け
て

空
手
道
を
続
け
て
行
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）



1011

令
和
２
年
１
月
19
日
（
日
）
亀
山
神
社

亀
山
神
社　

奉
納
演
武
を
終
え
て

集合写真（前半）

　

令
和
２
年
１
月
19
日
に
亀
山
神
社
に
て
糸
洲
会
・

拳
志
舘
の
合
同
寒
稽
古
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
令
和
初
の
演
武
と
い
う
事
も
あ
り
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
臨
み
ま
し
た
。天
気
に
も
恵
ま
れ
、

３
２
３
人
も
の
会
員
と
多
く
の
父
兄
に
パ
ワ
ー
を
頂

き
、
精
一
杯
演
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
幸
せ
に

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
公
の
場
で
演
じ
る
こ
と
の
緊
張
感
を

今
さ
ら
に
感
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
演
じ
る
時
に
感

じ
る
で
あ
ろ
う
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を

今
後
の
指
導
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
の
様
な
チ
ャ
ン
ス
を
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
感

謝
し
、心
新
た
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
久
連
石
佳
子
）

久連石五段による奉納演武

師範らによる年始の挨拶 八幡神社到着

令
和
元
年
12
月
１
日
（
日
）
広
島
県
呉
市

拳
志
舘　

組
手
技
術
講
習
会
に
参
加
し
て

　

令
和
元
年
12
月
１
日
（
日
）、
呉
市
空
手
道
技
術

講
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
組
手
の
講
習
で
52
名
参
加
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
い
つ
も
試
合
で
会
う
選
手

も
い
て
、
１
時
間
お
き
く
ら
い
に
少
し
休
憩
し
な
が

ら
、
始
め
は
基
本
の
突
き
や
蹴
り
を
丁
寧
に
や
り
ま

参加者全員による基本稽古

集合写真（後半）

し
た
。

　

講
習
会
の
先
生
は
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

先
生
が
言
っ
て
い
た
こ
と
は
、
普
段
か
ら
教
え
て

も
ら
っ
て
い
る
道
場
の
先
生
や
、
強
化
練
習
に
参
加

し
た
時
に
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
一
緒
だ
っ
た
の

で
、
や
っ
ぱ
り
基
本
は
大
切
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

み
ん
な
が
、５
分
休
憩
な
の
に
時
間
を
惜
し
ん
で
、

早
目
に
練
習
し
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
見
習

わ
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
稽
古
と
違
っ
て
、
他
の
道
場
生
と
練
習

出
来
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。

　

講
習
は
３
時
間
で
、
最
初
は
長
く
思
え
た
け
ど
、

一
生
懸
命
気
合
い
（
声
）
を
出
し
て
練
習
し
て
い
た

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

次
の
講
習
会
が
あ
れ
ば
、
今
度
は
み
ん
な
を
誘
っ

て
、
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
誰
よ
り
も
た
く
さ
ん
練
習
し
て
、
全
国

大
会
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
拳
志
館
昭
和　

小
学
３
年　

坂
本
滉
武
）

上段突きの解説・指導する橋本師範

3 時間の長丁場を気合で乗り切る

令
和
元
年
11
月
３
日(

日)

呉
市
警
固
屋
体
育
館

基
本
統
一
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ　

技
術
講
習
会

参加者たち

　

令
和
元
年
11
月
３
日(

日)

呉
市
警
固
屋
体
育
館

に
て
、
指
導
者
・
一
般
を
対
象
と
し
た
、
基
本
統
一
・

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ(

初
心
に
帰
り
、
全
員
で
基
本
を
再

確
認)

の
技
術
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
各
支
部
よ
り

15
名
の
指
導
者
・
一
般
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

色
々
と
学
び
、
自
分
自
身
を
高
め
た
い
と
い
う
思

い
で
同
道
場
の
者
と
一
緒
に
初
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

始
め
に
野
島
千
佳
館
長
よ
り
準
備
さ
れ
た
資
料
に

基
づ
き
、
講
義
、
指
導
の
あ
り
方
・
基
本
の
大
切
を

学
び
ま
し
た
。

　

次
に
実
技
。
基
本
動
作
を
再
度
指
導
し
て
頂
き
、

自
分
自
身
の
動
作
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
基
本
は
大
切
。
私
は

青木光子さん親子

四股突きの練習

手刀の練習

講師の野島舘長

令
和
元
年
12
月
７
日
（
土
）
Ｔ
Ｋ
Ｒ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
イ
品
川

上
脇
三
男
館
長
、
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
永
年
表
彰
受
賞

　

令
和
元
年
12
月
７
日
（
土
）、
Ｔ
Ｋ
Ｒ
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
イ
品
川
で
長
崎
拳
心
館
・
上
脇
三
男
館
長
が
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
永
年
表
彰
を
受
賞

し
、
後
日
、
長
崎
県
で
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
脇
館
長
は
南
島
原
市
空
手
道
連
盟
副
会
長
、
島

原
半
島
空
手
道
連
盟
理
事
と
し
て
、
空
手
道
競
技
の

普
及
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
糸
洲
会
九
州
大
会
に
も
永
年
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
も
糸
洲
会
拳
心
館
の
館
長
と
し
て
青
少
年
の

指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
を
知
り
門
下
生
一
同

で
市
内
の
飲
食
店
で
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

上
脇
先
生
は
「
体
力
も
落
ち
て
き
た
が
体
の
続
く

限
り
子
供
た
ち
に
空
手
道
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま

す
」
と
力
強
い
言
葉
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）

門下生と記念写真

中
学
・
高
校
と
陸
上
部
に
所
属
、
思
い
返
す
と
基
本

の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
稽
古

に
励
み
、
道
場
の
子
ど
も
た
ち
と
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
ご
指
導
し
て
頂
い
た
先
生
方
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
拳
志
舘
阿
賀　

青
木
光
子
）
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令
和
２
年
１
月
13
日
（
月
・
祝
）　

マ
リ
ン
ポ
ー
ト
鹿
児
島

鴨
池
ス
ポ
少　

雄
大
な
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
寒
稽
古

　

令
和
２
年
１
月
13
日
（
成
人
の
日
）、マ
リ
ン
ポ
ー

ト
鹿
児
島
で
行
わ
れ
た
鹿
児
島
市
空
手
道
連
盟
主
催

の
寒
稽
古
（
参
加
者
２
０
０
名
）
に
、
鴨
池
空
手
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

雄
大
な
桜
島
を
バ
ッ
ク
に
錦
江
湾
の
浜
風
を
全
身

に
受
け
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
基
本
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

模
範
演
武
で
は
力
強
い
平
安
二
段
を
演
じ
見
学
の

保
護
者
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

２
０
２
０
年
は
「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」

の
記
念
す
べ
き
年
。
今
年
一
年
の
目
標
を
団
員
一
同

決
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員　

井
出
俊
郎
）

寒稽古記念写真

平安二段の演武

令
和
２
年
３
月　

石
江
道
場
愛
野
支
部

石
江
道
場
『
卒
部
式
』

　

令
和
元
年
度
、中
学
校
過
程
を
卒
業
し
た
道
場
生
、

鈴
木
来
夢
選
手
・
萩
夏
樹
選
手
へ
、
石
江
昌
史
道
場

長
の
直
筆｢

記
念
額｣

と｢

道
場
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ス

タ
オ
ル｣

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
少
期
よ
り
二
人
仲
良
く
一
生
懸
命
に
継
続
し
て

き
ま
し
た
。二
人
の
い
る
と
こ
ろ
常
に
笑
顔
あ
り
で
、

鈴木来夢選手

萩夏樹選手

周
り
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
活
で
も
武
道
の
魂
を
活
か
し
、
立
派
な
人

間
目
指
し
て
精
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
応
援
し
続
け
ま
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
九
州
地
区
会
報
委
員 

井
出
俊
郎
）

令
和
元
年
12
月　

高
森
支
部
・
南
相
馬
支
部
・
福
島
中
央
支
部
・
本
部

荒
道
場
、
各
支
部
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

《
高
森
支
部
》

　

宮
城
県
仙
台
市
の
荒
道
場
高
森
支
部
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
は
、
令
和
元
年
12
月
19
日
に
い
つ
も
練
習
し
て

い
る
高
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
準
備
し
て
頂
い
た

お
菓
子
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
お
菓
子
の
入
っ
た
ジ
ャ

ン
ボ
く
す
玉
割
り
も
あ
り
、
と
て
も
楽
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
者　

荒　

司
）

《
南
相
馬
支
部
》

　

令
和
元
年
12
月
14
日
に
い
つ
も
練
習
し
て
い
る
会

場
で
少
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。毎
年
恒
例
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
、景
品
争
奪
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
が
催
さ
れ
て
終
始
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

高森支部

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
切
磋
琢
磨
し
、
鍛
え
よ
う
こ

こ
ろ
と
身
体
を
モ
ッ
ト
ー
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
報
告
者　

南
相
馬
支
部
長　

中
村
博
之
）

《 

福
島
中
央
支
部
》

　

荒
道
場
福
島
中
央
支
部
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
令

和
元
年
12
月
21
日
（
土
）、
基
本
稽
古
や
追
い
突
き
、

形
の
練
習
で
汗
を
流
し
た
後
に
福
島
市
の
国
体
記
念

体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登
場
し
、
た

く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
き
、
子
ど
も
た
ち
は
み

ん
な
大
喜
び
で
し
た
。

　

準
備
を
し
て
頂
き
ま
し
た
指
導
者
保
護
者
の
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
島
中
央
支
部
の
練
習
は
、
毎
週
水
曜
日
、
土
曜

日
の
週
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
頃
は
指
導
者
も
充
実
し
て
お
り
、
指
導
者
、
保

南相馬支部

福島中央支部

本部道場

令
和
２
年
１
月
19
日
（
日
）　

福
島
県
相
馬
市
・
荒
道
場

荒
道
場
、
審
判
講
習
会
、
合
同
練
習

　

令
和
２
年
１
月
19
日
（
日
）、
荒
道
場
で
は
、
各

支
部
の
小
・
中
学
生
が
福
島
県
相
馬
市
に
集
い
、
合

同
練
習
と
審
判
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
午
前
９
時
よ
り
11
時
ま
で
、
糸
洲
流
ピ

ン
ア
ン
の
型
を
栁
澤
由
美
師
範
に
て
い
ね
い
に
指
導

集合写真

護
者
の
協
力
の
お
か
げ
で
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が

進
ん
で
い
る
支
部
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
者　

荒　

司
）

 《
荒
道
場
本
部
》

 　

令
和
元
年
12
月
20
日
（
金
）、
福
島
県
新
地
町
の

荒
道
場
本
部
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

荒
道
場
で
は
、
馬
陵
杯
大
会
（
相
馬
市
）、
野
馬

追
の
里
大
会
（
南
相
馬
市
）、鹿
狼
杯
大
会
（
新
地
町
）

の
各
大
会
を
、
各
支
部
が
力
を
合
わ
せ
て
毎
年
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
や
講
習
会
の
他
に
も
、
竹
の
子
掘
り
や
海
岸

清
掃
、
山
形
蔵
王
登
山
、
栗
拾
い
、
梅
捥
ぎ
な
ど
空

手
以
外
に
も
楽
し
い
行
事
を
行
い
、
各
支
部
の
交
流

を
大
切
に
し
て
い
る
道
場
で
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
者　

荒　

司
）

し
て
頂
き
、
つ
づ
い
て
午
後
３
時
半
ま
で
、
組
手
の

練
習
で
は
、
コ
ー
チ
を
つ
け
て
、
阿
部
良
一
、
管
野

仁
、
齋
藤
一
央
、
三
瓶
松
太
郎
の
各
指
導
員
に
よ
る
、

２
０
２
０
の
全
少
を
目
指
す
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
技
の
指

導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

審判講習会

組手練習会

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）
神
奈
川
県
藤
沢
市
片
瀬
海
岸
江
ノ
島

第
59
回
関
東
（
東
海
・
東
北
・
北
海
道
含
む
）
地
区　

江
の
島
寒
稽
古

　

令
和
２
年
１
月
12
日
、
藤
沢
片
瀬
海
岸
に
て
寒
稽

古
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
部
、
少
年
部
合
わ
せ
て
約
１
８
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
気
温
９
度
、
快
晴
で
例
年
よ
り
寒
さ
も

穏
や
か
で
爽
や
か
な
稽
古
日
和
で
し
た
。

　

坂
上
会
長
の
年
頭
ご
挨
拶
、
師
範
の
寒
稽
古
の
流

れ
の
ご
説
明
の
後
、
旅
館
か
ら
江
の
島
海
岸
ま
で
素

足
で
移
動
。
観
光
客
の
方
々
か
ら「
頑
張
っ
て
～
！
」

と
声
援
を
頂
き
、
少
年
部
は
気
合
充
分
で
す
。

　

海
岸
清
掃
か
ら
始
ま
り
、
準
備
体
操
、
砂
浜
ラ
ン

ニ
ン
グ
、一
般
部
と
少
年
部
に
分
か
れ
て
基
本
稽
古
、

形
稽
古
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

帯
引
き
と
騎
馬
戦
も
行
い
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど

も
も
、笑
い
声
あ
ふ
れ
る
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

　

少
年
部
の
騎
馬
戦
で
は
、
一
騎
生
き
残
り
戦
も
行

い
、
優
勝
者
に
は
、
稽
古
後
旅
館
で
利
用
で
き
る　

「
お
風
呂
＆
足
洗
い
場
優
先
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
贈
呈
。

皆
が
羨
む
パ
ス
ポ
ー
ト
を
勝
ち
取
り
、
と
て
も
嬉
し

そ
う
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
一
般
部
と
少
年
部
の
一
部
は
海
に
向

か
っ
て
移
動
稽
古
で
す
。
首
ま
で
浸
か
り
な
が
ら
も

大
き
な
掛
け
声
で
追
い
突
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
円
陣
を
組
ん
で
三
本
締
め
で
稽
古
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

各
支
部
集
合
写
真
を
撮
り
、
旅
館
で
ゆ
っ
く
り
お

風
呂
と
昼
食
を
楽
し
み
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
参
加
者
も
沢
山
い
ま

し
た
が
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
！　

冬
の
海
に
入

る
な
ん
て
初
め
て
！
」
と
の
声
が
多
く
、
貴
重
な
経

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
坂
上
会
長
、
師

範
、
支
部
長
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
横
須
賀
支
部　

長
瀬　

裕
季
子
）

坂上会長とスウェーデン支部長ご夫妻、関東（東
海東北北海道）地区の師範、支部長の皆様

式典　宗家新年挨拶

騎馬戦優勝チーム

砂浜での型稽古

海中移動稽古

円陣 三本締め
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〈
論
理
的
思
考
〉
の
活
動

　

多
く
の
考
え
方
や
情
報
か
ら
何
が
重
要
か
を

主
体
的
に
判
断
し
、
自
ら
問
い
を
立
て
て
、
観
察
、

分
析
、
実
験
、
研
究
な
ど
に
よ
っ
て
、
自
然
や
人

間
が
持
つ
本
質
を
人
間
の
言
語
で
理
解
し
、
新
た

な
価
値
を
生
み
出
し
て
行
く
活
動
。

①
哲
学
的
な
問
い

　

暗
い
夜
道
で
ナ
イ
フ
を
持
っ
た
男
に
「
金
を
出

せ
」
と
脅
さ
れ
た
。
命
が
惜
し
い
の
で
バ
ッ
ク
か

ら
財
布
を
取
り
出
し
て
男
に
金
を
渡
し
た
。
こ
の

行
動
は
、
自
ら
の
意
思
で
金
を
渡
し
た
の
で
「
能

動
態
」
な
の
か
。
そ
れ
と
も
脅
さ
れ
て
金
を
渡
し

た
か
ら
「
受
動
態
」
な
の
か
。

　

し
か
し
、
バ
ッ
ク
か
ら
財
布
を
取
り
だ
す
行
動

は
強
制
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
自
発
的
な

「
能
動
態
」
な
の
か
。
学
者
は
、
恐
喝
さ
れ
て
金

を
渡
す
行
動
は
、
本
人
の
自
発
的
な
意
思
や
能
力

の
表
現
で
は
な
い
の
で
「
中
動
態
」
と
い
う
言
語

を
提
示
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
鍛
え
た
護
身
術
で
自
発
的
に
男
を

撃
退
す
る
と
「
な
に
態
」
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
か
す
る
と
「
変
態
」
…
…
。

②
成
熟
社
会

　

努
力
す
る
姿
は
一
見
、
積
極
的
な
「
能
動
態
」

に
見
え
る
。
し
か
し
、
成
熟
社
会
の
今
日
、
教
育

も
社
会
も
全
て
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
「
答
え
」
の

用
意
さ
れ
た
「
中
動
態
」
に
な
っ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
も
頑
張
り
の
「
ご
褒
美
」
と
「
餌
付

け
」
の
ポ
イ
ン
ト
制
と
な
り
、
買
い
物
や
支
払

い
も
ポ
イ
ン
ト
制
の
時
代
に
な
っ
た
。
私
た
ち

は
無
意
識
の
内
に
「
中
動
態
」
の
社
会
に
支
配

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
無
気
力
で
不
透
明
な
成

熟
社
会
の
現
実
で
あ
る
。

③
文
武

「
競
技
空
手
」(

組
手)

の
得
点
は
攻
撃
技
だ
け

で
あ
る
。
受
け
技
は
得
点
に
な
ら
な
い
。

　

一
方
、「
約
束
組
手
」
は
相
手
の
攻
撃
に
対

応
す
る
転
位
と
受
け
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
反

撃
技
か
ら
残
心(

安
全
の
確
認)

に
よ
っ
て
完

結
す
る
。

　

受
け
か
ら
反
撃
へ
の
「
心
技
一
如
」、
そ
し

て
「
道
義
的
勇
気
」。
こ
の
自
発
的
な
能
力
開

発
が
「
文
武
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

④
本
質

　

遊
び
が
ス
ポ
ー
ツ
に
発
展
し
、
殺
し
合
い
の

術
が
武
道
に
発
展
し
た
。
し
か
し
、
い
つ
の
間

に
か
そ
の
本
質
は
「
中
動
態
」
の
社
会
に
埋
没

し
て
し
ま
っ
た
。

　
「
本
質
を
失
っ
た
活
動
が
い
か
に
も
ろ
い
か
、

誰
も
が
う
す
う
す
感
じ
て
い
た
」。

　

そ
れ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
現

実
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
未
来
に
は
「
危
機
」
も
存
在
す
る

が
「
希
望
」
も
存
在
す
る
。
本
質
の
「
育
て
方
」

と
「
育
ち
方
」、
そ
の
「
論
理
的
思
考
」
が
未

来
へ
の
「
道
」
に
な
る
の
で
は
…
…
。

コラム

道
草

審
議
員
　
林
　
開
作

そ
の
十
一
　
論
理
的
思
考

15

 

昇
段
審
査
合
格
者
一
覧

お知らせ
2020 年「紅葉号」　締切日は 2020 年８月 25日です。

原稿の投稿については、所属長を通じて下記の地区担当の会報委員にお知らせください。
北海道地区／栗城憲康　東北地区／中村博之　関東地区／名古屋尚也・大貫光伸

関西地区／綿野光・飯森恵　中国地区／鈴木隆徳・羽部千敏　四国地区／林開作　九州地区／井出俊郎

編

集

後

記

　
「
緊
急
事
態
宣
言
」、「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
」、「
ス
ポ
ー

ツ
文
化
を
守
る
段
階
は
超
え
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
言
葉
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
に
よ
っ
て
次
々
と
飛
び
込
ん
で
き
た
。

　
「
災
間
」
と
い
う
言
葉
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
本
列
島
は
毎
年
ど
こ
か
で
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

我
々
は
常
に
災
害
と
災
害
の
間
に
あ
る
と
言
う
意
味
で

あ
る
。

　

実
際
、
私
た
ち
糸
洲
会
の
「
全
国
大
会
」
も
災
害
に

よ
っ
て
、「
中
止
」
と
「
開
催
」
の
繰
り
返
し
が
続
い

て
い
る
。
感
染
症
も
複
合
災
害
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
突
然
の
変
化
、
個
人
も
団
体
も
社
会
も
課
題
が

山
積
み
に
な
っ
た
。
世
界
的
に
も
同
様
の
混
乱
が
生
じ

て
い
る
。

　

身
近
な
問
題
と
し
て
は
、
既
に
働
き
方
や
学
び
方
に

大
き
な
変
革
が
生
じ
て
い
る
。
過
去
の
価
値
観
や
体
制

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
人
類
の
大
き
な
選
択
の
時
と
考

え
、
こ
の
現
実
を
前
向
き
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

会
報(

薫
風
号)

発
行
の
中
止
も
考
え
ま
し
た
。一
方
、

「
こ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
発
行
を
」
の
声
も
あ
り
真
剣

に
検
討
し
ま
し
た
。

　

結
果
、「
糸
洲
会
を
支
え
る
す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
」、

「
皆
さ
ん
と
共
に
正
し
い
未
来
を
た
ぐ
り
寄
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」。

　

一
歩
一
歩
、
そ
し
て
一
歩
…
…
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
「
原
稿
」
と
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
会
報
委
員
長　

林　

開
作
》

（
令
和
２
年
１
月
１
日
～
４
月
20
日
ま
で
）

●
少
年
部

【
初
段
】

本
多
秀
太
、
近
内
俊
介
、
新
開
希
咲
、
松
浦
蒼
依
、

吉
田
昊
太

●
一
般

【
初
段
】

木
村
涼
、
後
藤
雅

【
弐
段
】

三
瓶
松
太
郎

【
五
段
】

志
賀
宏
起

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）　

大
阪
・
門
真
市
民
プ
ラ
ザ

体
誠
塾
（
大
阪
）
初
稽
古参加者による集合写真

　

令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が

続
く
中
、
門
真
市
市
民
プ
ラ
ザ
（
大
阪
府
）
に
て
毎

年
恒
例
の
初
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

　

土
川
師
範
を
は
じ
め
各
道
場
よ
り
多
く
の
練
習
生

が
集
ま
り
、
約
２
時
間
の
稽
古
を
し
ま
し
た
。

　

準
備
体
操
に
始
ま
り
、
基
本
、
移
動
、
型
、
組
手

と
稽
古
し
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
汗
で

ビ
ッ
シ
ョ
リ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
雰
囲
気
の
中
、
保
育
園
生
は
先
輩
た
ち

に
混
じ
っ
て
大
き
な
声
を
出
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
し

た(
各
師
範
も
目
じ
り
が
下
が
っ
て
い
ま
し
た)

。

　

最
後
に
各
師
範
、
指
導
員
か
ら
今
年
の
抱
負
を
言

い
、
み
ん
な
で
記
念
撮
影
を
し
て
今
年
の
初
稽
古
は

ケ
ガ
も
無
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

年
の
初
め
に
す
る
か
ら
「
初
稽
古
」、
毎
年
１
度

し
か
な
い
「
初
稽
古
」、
大
事
な
行
事
「
初
稽
古
」、

こ
れ
か
ら
も
大
事
な
行
事
が
続
く
よ
う
頑
張
ら
ね
ば

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
体
誠
塾
本
部　

美
代
取
泰
成
）

訃
報
　

追
悼　

宮
川
清
則
先
生

糸
洲
会
事
務
局
長
　
　
柏
木
吉
治

　

令
和
２
年
２
月
２
日
に
宮
川
清
則
先
生
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

一
昨
年
に
体
調
を
崩
さ
れ
た
後
も
、
病
気
の
こ
と

は
あ
ま
り
お
話
し
に
な
ら
ず
闘
病
を
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
突
然
の
訃
報
に
み
な
さ
ま
驚
か
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。

　

宮
川
先
生
は
糸
洲
会
の
師
範
会
事
務
長
、審
議
員
、

事
務
局
長
、
理
事
長
を
歴
任
さ
れ
長
年
に
渡
り
糸
洲

会
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
府
吹
田
市
空
手
道
連
盟
の
発
足
時
よ

り
そ
の
運
営
に
貢
献
さ
れ
、
日
本
空
手
道
連
合
会
に

お
い
て
も
数
々
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
空
手
道
界
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
川
先
生
と
は
、
私
が
平
成
４
年
に
吹
田
市
に
お

い
て
体
誠
塾
江
坂
支
部
を
開
設
し
て
以
来
、
吹
田
市

空
手
道
連
盟
に
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

宮
川
先
生
が
糸
洲
会
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
際
に

私
も
事
務
局
長
の
任
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
、
宮
川

先
生
が
事
務
局
長
さ
れ
て
い
た
際
に
蓄
積
さ
れ
た
、

た
く
さ
ん
の
資
料
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
糸
洲
会

の
こ
と
を
多
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
１
期
目
で
、
ま
だ
ま
だ
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
の
に
、
そ
れ
も
か
な

わ
な
く
な
り
本
当
に
残
念
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

昨
年
11
月
に
電
話
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
、
最
後
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
宮
川
先
生
の
ご
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
糸
洲

会
の
発
展
の
為
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
宮
川
先
生
の
ご
恩
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

組手の練習

整列

形の練習
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